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9 教育分野では学び手の学習過程を評価することを目的とした「ポートフォリオ評価法」がある。この評
価法において学び手が自身の学習過程に関する資料をまとめて作成するポートフォリオに着目する。 
10 辛美沙『アート・インダストリー	 ―究極のコモディティーを求めて―』美学出版 2008参照。 
 7 
第一章  現代美術と思考  
 
第一節	 現代美術におけるコンセプトの位置づけ  
第一項  人の思考が伴う美術表現  
	 現代美術といっても、どの時代、どの範囲の美術作品を指すかについては諸説ある。一




















                                                        
11 松井みどり『“芸術”が終わった後の“アート”』朝日出版社 2002 p.28 
12	 長谷川『「なぜ？」から始める現代アート』NHK出版 2011 	 
13 倉林靖『現代アートの遊歩術』洋泉社 1998 
14 建畠晢、小林康夫編集『現代アート入門』平凡社 1998  
15 美術手帳編『現代アート辞典	 モダンからコンテンポラリーまで―世界と日本の現代美術用語集―』2009 
16 藤田令伊 『現代アート超！入門』集英社 2009 



























                                                        
18 長谷川前掲書 p.15 
19 美術手帳編『現代アート辞典	 モダンからコンテンポラリーまで―世界と日本の現代美術用語集―』美








































                                                        




























                                                        





































                                                        
28 同上 p.12 



























































                                                        
30 同上 p.164参照。 





















あて、現代美術として扱うこととする35。	 	  
 









                                                        
33 同上 p.28 





















いうコンセプト自体が作品なのである。	 	  


















                                                        


































                                                        
37 同上 p.13参照。 

























                                                        









































                                                        
42 浅井俊裕『拡散する美術』求龍堂 2013 p.119 
43 同上 p.119 
44 同上 p.122 
45 同上 p.134 




























                                                        
47 同上 p.37参照。 
48 新井知生「コミュニケーションの媒体としての現代美術―近代の超克をめざす現代美術の在り方につい
て―」『島根大学教育学部紀要』第 42巻別冊 2009 p.39参照。 
49 同上 













































































                                                        
52 浅井前掲書 pp.46, 47 
53 「物」は作品を指す浅井の言葉である。以下、作品を指す広義の意味で「もの」と記す。後述する作品
としての「もの」の要素のなかでも＜もの・ひと・場＞についての論述では、＜もの＞と表記する。 

















































	 ホワイトリードは 1982年から 85年までブライトン・ポリテクニック（Brighton Polytechnic）











                                                        
56 TATE ホームペ―ジ http://www.tate.org.uk/art/artists/rachel-whiteread-2319 2014 年 6 月 29 日最終アクセス	 
参照。 
57 ART NOW,  interviews with modern artists, Continuum, 2002 p.49参照。 
58 Lisa G Corrin, Patrick Elliott and Andrea Schlieker, Rachel Whiteread, Scottish National Gallery of Modern Art, 































                                                        
59 ibid., 
60 ホワイトリードは《Ghost》をつくろうと思ったときについて以下のように語る。‘I wanted to mummify the 
silence in a room, the air in a room. ART NOW,  op .c i t . ,p.52 































                                                        



























                                                        
63 Cg.Lisa G Corrin, Patrick Elliott and Andrea Schlieker, Rachel Whiteread, op.cit., Scottish National Gallery of 
Modern Art, Edinburgh, Serpentine Gallery Lordon, 2001 
64 ‘I've always worked in a way that's been taking it step by step. It's essentially been a linear thought process that 
has been illustrated by sculpture. I think as my language developed, and as my thought have developed, that has 
changed. And obviously now I have a much larger vocabulary that I can work with, which is actually more daunting 
in a way. You get many more choices so you initially it was very much a process of enjoying new materials, working 
out how to work with color, form, and how to make something sit on the floor or learn against a wall. Now I have all 









































には「このコンセプトを表わすために A の素材をつかって、B の技法を扱い、C のかたち
























































                                                        
































                                                        































































                                                        
69 中原佑介「現代彫刻論―物質文明との対峙」『中原佑介美術批評	 選集』第六巻 現代企画室+Bank ART











































第三節	 鑑賞における思考  
 
























                                                        
72 建畠前掲書 p.7 
73 倉林前掲書 p.10 
74 江東前掲書 p.2 
75 対話型鑑賞はアメリア・アレナスが始めた後の 1988年からニューヨーク近代美術館で美術鑑賞法として
開発された VTC(The Visual Thinking Curriculum)を当時の教育部長フィリップ・ヤノウィンと認知心理学者
のアビゲイル・ハウゼンが学校教育を意識して深化させた。アメリカでは約 300 の学校および約 100 の美
 35 
近代美術館で 1984年から 96年までギャラリ ・ートークなどの教育プログラムを担当し、「視
























                                                        
術館•博物館で導入されているだけでなく、企業や病院のスタッフ研修にも取り入れられているとされる。
DMP Museum Information Japan, artscape, http://artscape.jp/artword/index.php/ 2014年 5月 1日最終アクセス参
照。ARDA「美術鑑賞教育」http://www.arda.jp/Bklectures VTSF2013. html 2014年８月 26日最終アクセス参
照。 
76 アメリア・アレナス著	 川村記念美術館監修	 福のりこ訳『なぜ、これがアートなの？』淡交社 1998 























                                                        
78 八田典子「『アートプロジェクト』が提起する芸術表現の今日的意義―近年の日本各地における事例	  
	 に注目して―」 『総合政策論叢』 第７号 2004 p.137 




80 70 年代前半、ベルリンの美術史家、美術家、美術教育家などがつくった NGBK という団体が始まりで
あるとされる。熊倉純子監修	 菊池拓児、長津結一郎企画・編集+アートプロジェクト研究会「日本型アー
トプロジェクトの歴史と現在	 1990 年→2012 年」『日本文化発信プロジェクト』第一章 pp.1-25 参照。
http://www.tarl.jp/wp-content/uploads/2013/05/ 2014年６月 29日最終アクセス  
81八田典子「芸術受容の『場』の変容―『大地の芸術祭』に見る『展覧会』の新しいかたち―」『総合政策

























                                                        
83 加冶屋健治、長田謙一 熊倉監修前掲論文 pp.1-25参照。 
84 同上 
85 同上 p.24 
86 同上 

































                                                        
91 1977年にドイツで開催された「ミュンスター彫刻プロジェクト」は日本におけるアートプロジェクトに
大きな影響を与えた。熊倉監修前掲論文	 第０章 pp.3,4参照。 


































                                                        
97 同上 p.2参照。 





























































                                                        
















































































第二章	 制作者の内的思考と造形表現  
 









































































































































も本作品につながるものとなった実験は以下の３つである。	 	 	  
	 まず１つめは、観光者のフラッシュの光を撮影するというものであった（写真２－４）。
これは段階（１）で観光者のフラッシュに注目したことから発想を得た実験である。筆者
































































































                                                        



































第二節	 制作過程における制作者の内的思考  
	  


































































































                                                        







































































































































































































































































































































































































                                                        




























































































































                                                        
123 上野正道「デューイにおける美的経験の再構成：公共性の基礎としての芸術」『東京大学大学院教育研



































第三章	 作品の完成後における思考  


























































実録！アーティストのセルフ・プロデュース術)」美術出版社『美術手帖』第 61号 2009年 10月号 pp.38-39	 
p.38参照。 






SPECIAL FREATUREアーティストになる基礎知識 PROFESSIONAL INTERVIEWS  その未知のプロに聞
く実践術」『美術手帖』第 63巻 美術出版社 2011年 10月号 pp.76-79参照。 
133 前掲『美術手帖』第 63号 p.41参照。 
































                                                        
135 同上 





























































                                                        
139 前掲『美術手帖』第 63号 p.76 
140 辛前掲書 p.181 






























                                                        












































































































                                                        
147 田中博之「新しい評価 Q＆A」http://ir.lib.osaka-kyoiku.ac.jp/dspace/bitstream/123456789/1850/3/CSreport 





























第二節	 ＜再作品化＞における自己評価―ポートフォリオ評価法からの考察―  
 

















                                                        
148 池内慈朗「美術科ポートフォリオ評価における認知的基礎理論―ハーバード・プロジェクト・ゼロにお









ァ書房 2001 p.137参照。 
151 田中博之「新しい評価 Q＆A」http://ir.lib.osaka-kyoiku.ac.jp 2014年１月 28日最終アクセス参照。 































                                                        
153 同上 p.139 
154 同上 p.138 
155 同上 p.138 
156 同上 p.138 
157 池内 前掲論文 p.32 




























                                                        
159 同上 p.69参照。 
160 同上 p.139 
161 同上 p.139 
162 同上 p.39 



























                                                        
165 同上 pp.139-141参照。 
166 池内前掲論文 p.31 
167 D.Bシャクリー他前掲書 pp.133, 134参照。 



























                                                        
169 シャクリーは「構成主義」の提唱者としてジョン・デューイ(John Dewey)、ジャン・ピアジェ(Jean Piaget)、
レフ・ヴィゴツキー（Lev Vygotsky）、ローレンス・コールバーグ（Lawrence Kohlberg）を挙げている。同
上 p.11参照。 
170 同上 p.136参照。 
171 同上 p.136参照。 































                                                        


































                                                        































































第三節	 自己評価と他者評価―共感と批判から生まれる思考―  






所」といった大学付属機関としての意味合いが強いものであった。そして 1972 年から 89
年までにはガードナーとデビット・パーキンス（David Perkins）、ジェシカ・ディビス（Jessica 
Davis）が中心となり、創造性、芸術的能力の発達に関する基礎的研究を行うようになった。
















knowledge about other persons）、内省的知能（intrapersonal: knowledge about oneself）、博物的知能：ナチュラ
リスト・インテリジェンス(Natural intelligence)の８つのドメイン（domain:領域）と、実存的知能（Existential 
intelligence）に分け、人が生まれながらにしてもつ、それぞれ独立した知能能力（Intellectual competences）




践研究』第 25 号	 2010	 p.1参照。 






























                                                        
181 岡崎昭夫「戦後におけるアメリカ美術教育の展開」『宇都宮大学教育学部紀要第一部』pp.133-155 1996 
p.134参照。 
182 同上 p.135参照。 
183 同上 p.136参照。 











	 プロジェクト・ゼロの活動の中でも特に 97 年教育現場での実践として、「思考と理解へ
の新しいアプローチ（New Approaches to Thinking and Understanding）」を展開していること
は興味深い。「思考と理解への新しいアプローチ」では、①理解のための教授法（Tfu: Teaching 














                                                        
185 同上 p.138参照。 
186 同上 p.139参照。 
187 同上 p.141参照。 
188 池内前掲論文 第 25号 2000 pp. 83－86参照。 





























                                                        































                                                        
192 同上 p.337 
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